
 

 

 

第６８回 男鹿駅伝競走大会ｲﾍﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄ（第 3 回：3 区） 

 

 

おが潮風街道 （写真提供：男鹿なび） 

 

【第 3 区】 

 ﾚｰｽは前半 2 区間を終え、ﾄｯﾌﾟ学生ﾁｰﾑに肉迫して 3 区へ。 

 新ｺｰｽの 3 区は、昨年までのｺｰｽでは 5 区にあたり、従来のｺｰｽと距離に変更が無い 3 区間 

のうちの一区間で、2 区に続いて『おが潮風街道』沿いに前半はｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝを繰り返し、中盤で 

一気に男鹿水族館 GAO へと駆け下っていく。 

 

 そこからは次の中継所まで見渡せる戸賀湾の海岸線を最後の力を振り絞って走ることになる 

が、男鹿水族館までの山下りで完全に足に疲労が蓄積している状態のため、下り切った後の 

最後の 3km 弱が平坦であるにもかかわらず本当にｷﾂく、身体が思うように動かないことから、 

最後は気合と根性で乗り切るほかない。 

 

おが潮風街道は、半島の西海岸を約25kmにわたり続く海岸道路で、晴れていれば高台から 

時折眼下に映る素晴らしい海の景色が楽しめる。 

 半島を一周する男鹿駅伝は、山間部と海岸部の風光明媚な風景の中を7人がﾀｽｷをつなぐ点 

が最大の魅力だ。 

 選手達も街中を走るのとは違って美しい景色の中を走っていると気分よく爽快に走ることが 

出来るし、応援の方々も選手通過までの一時、景色を楽しむことが出来る。 



 

 

 

 

3 区：7.5km（加茂（桜島駐車場）～戸賀出張所） 

 

 今年、重要な前半最後となる 3 区を任されたのは千葉県出身、入社 3 年目の渡辺である。 

 現在は、工場管理部施設管理課に所属し、空調・衛生・高圧ガス・上水・排水処理設備の 

点検や維持管理、設備の新設・改修・撤去の工事計画・施工管理業務を担当している。 

 

 ﾚｰｽは、2 区の頑張りによって先頭に 12 秒差まで迫り、全体ﾄｯﾌﾟの期待が出てきた。 

 

 今年のﾚﾎﾟｰﾄは、この後、走った選手の直筆感想からﾚｰｽのﾘｱﾙな実況をお届けする！！ 

 

 

＜＜渡辺選手ﾚﾎﾟｰﾄ＞＞ 

 ﾚｰｽ 1 週間前辺りまで練習で全く思うように走れていなかったので、常にﾚｰｽ当日しっかり 

走れるかどうか不安に過ごしていた。 

 

 しかし、なるようにしかならないと思っていたので、焦らず普段通りに調整練習をしたら 

自然と状態も上向き、無事に良い状態で当日を迎えることが出来た。 

 

 当日は天気が曇っていて、気温もちょうどいいぐらいで走るには絶好のｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝだった。 

 ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟをし、状態も良かったためﾚｰｽの目標は区間賞を狙っていた。 

 

 簡単にｺｰｽを説明すると、序盤はひたすらに坂を上り、中盤は上った分一気に駆け下り、 

終盤は 3km の平坦が続くｺｰｽである。 

 

 襷を受け取る時、総合 2 位で前を走る東洋大学との差が 12 秒と最高の位置で持ってきて 

くれたのでここでﾄｯﾌﾟに立とうと思いｽﾀｰﾄした。 



 

 

 

 走りの戦略としては、序盤の上りを前との差を保ちつつ抑えて走り、中盤の下り坂を 8 割 

ぐらいの力で走って先頭に追いつき、終盤の平坦はﾍﾟｰｽを維持しつつﾗｽﾄ 1km になったら、 

ｽﾊﾟｰﾄをかけて後続を振り切ろうと考えていた。 

 

 序盤は、あまり得意ではない上りだったのでﾘﾗｯｸｽしつつ前を追ったが、3 回あるうちの 

1 回目の上りで思いのほか足を使ってしまい、続く 2 回の上りが本当にきつくて、試走の時は 

絶景に見えた景色を楽しむこともなく、ただただ路面だけを見ながらひたすら上った。 

 

 

序盤の渡辺の走り 

 

 中盤に差し掛かり、今まで上ってきた分を一気に駆け下りるのはとても気持ち良く、走る前 

は、海岸線から見える景色もさぞ絶景なんだろうなと思っていた。 

 しかし、現実は前との差が開いてしまったので、差を縮めたいと思う気持ちでいっぱいで、 

いつの間にか下り終わっていた。 



 

 

 

 

男鹿水族館ＧＡＯ （写真提供：男鹿なび） 

 

 

 

水族館脇の坂を必死に下る渡辺 

 



 

 

 

 

戸賀湾 （写真提供：男鹿なび） 

 

 いよいよ終盤になり、残り約 3km 弱の平坦に差し掛かった。 

 海岸線の先を見ると中継所が見え、終わりが見える分だけ地味に長く感じ、体も限界に近い 

時に前田監督や応援者から熱い檄が飛んできたお蔭で最後まで追い込みをかけることが出来た。 

 

 ﾚｰｽを振り返ると、個人の感想としては区間順位が 3 番だったので率直に悔しい。 

 ﾀｲﾑ的に決して悪かったわけではなかったので、力はついてきているなと感じたﾚｰｽだった。 

 男鹿駅伝を走って思うのは、毎回伴走車からの熱い檄のおかげで限界近くまで追い込むこと 

が出来るので凄く助かっている。 

 ﾁｰﾑとしても、例年にない総合優勝を狙えるﾚｰｽが出来たことは成長を感じ、勢いをつける 

ことが出来たと思う。 

 

 今後の目標については、夏に走り込み及び身体作りを行い、秋ｼｰｽﾞﾝのﾄﾗｯｸﾚｰｽでは自己 

ﾍﾞｽﾄを出し、駅伝でも区間上位の走りが出来るよう頑張っていく。 

 

 最後に、日頃より応援頂き有難うございます。 

 職場の方々をはじめ、多くの方々からのｻﾎﾟｰﾄや理解あってこそ今があると思いますので、 

今後とも応援して頂けるよう日々精進していきたいと思っております。 

 11 月に行われる東日本実業団駅伝でも最高のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽが発揮出来るよう頑張りますので、 

引き続き陸上部へのご指導ご声援を宜しくお願い致します。 

（終） 



 

 

 

 

厳しい表情で終盤を走る渡辺 

 

 

【3 区成績】一般の部 

 距離 ： 7.5km 

 順位 ： 3/41 位（大学を含む全体順位：5/52 位） 

 ﾀｲﾑ ： 23 分 19 秒（目標ﾀｲﾑ：23 分 20 秒） 

 

※ 渡辺選手のﾚﾎﾟｰﾄいかがだったでしょうか。 

  常に自然体を心掛ける彼の素朴で真面目な一面だけでなく、秘めた熱い想いが感じられる 

  ﾚﾎﾟｰﾄだったと思いました。 

  また、伴走車からの声掛けや応援がどれだけ選手の励みになるかも聞くことが出来ました。 

  記録的にｴｰｽの実力を秘めた渡辺選手とﾁｰﾑの益々の活躍をご期待下さい！！ 

 

 

以  上 

 

 

※ ｲﾍﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄ（第 4 回：4 区）へ続く 


